
▪理論看護学
▪看護学研究
▪英語論文演習

共通科目
▪看護ケア・教育学特論
▪看護情報学特論
▪高齢者高度実践看護学特論
▪地域看護学特論
▪看護サービスイノベーション特論
▪精神健康看護学特論
▪小児看護学特論
▪母性看護学特論

専門科目
▪看護学演習
▪看護学特別研究

演習・研究科目

看護学研究科

博士後期課程
看護学研究科　博士後期課程

カリキュラム

進路

働きながら学ぶ（昼夜開講制）

入学定員

学位

3名（収容定員9名）

博士（看護学）

標準修業年限 3年（最大在学年数6年）

博士後期課程の学位授与の方針は、教育研究上の目的に基づき、次のような能力を身につけ、修了に必要な単位を修得し、博士論
文の審査及び試験に合格した者に「博士（看護学）」の学位を授与する。

博士後期課程では、教育研究上の目的に基づき、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求める。

入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー）

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
博士後期課程は、地域で暮らす人々を支援する看護ケアを開発し実践に応用できる革新的研究能力や、学際的・国際的な視点を持
ちながら人や組織と連携して共同開発ができる卓越した教育能力を有する教育研究者を育成することができる教育課程を編成す
る。以下に、具体的な教育課程の編成方針を示す。

コミュニティ・ケアシステム領域として看護ケア・教育学分野、看護情報学分野、高齢者高度実践看護学分野、地域看護学分野、医療看
護領域として看護サービスイノベーション分野、精神健康看護学分野、成育看護領域として小児看護学分野、母性看護学分野を設ける。

カリキュラムは、看護学の学術的発展を担うための基盤的能力を養う「共通科目」、各専門分野における学識を深める「専門科目」、
新しいエビデンスが創造できる高度な研究能力の獲得のための看護学特別研究を含む「演習・研究科目」で編成する。 

コミュニティ・オブ・プラクティスの考え方を用いて、看護実践の知を創り出す研究者コミュニティを形成し、広範な看護課題や国内
外の健康問題を解決するための能力を養う。

地域で暮らす人々の健やかな生活を支えるためのコミュニティ・ケアシステムの開発や革新的な看護ケアを生み出すことができる
研究能力を養う。

看護の成果を教育や政策・制度へ繋げていくことで、価値の高い看護サービスを開発する能力を養うための科目を配置する。

看護学の学術的発展に貢献できる次世代を育てる卓越した教育能力を修得するための科目を配置する。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

看護研究の特徴やプロセスを理解し、看護研究を実施するうえで必要となる研究方法論全般についての基本的能力を有する者

看護教育および看護実践において活用される主な教育・学習理論と概念について理解し、対象に応じた高い教育能力を有する者

グローバルな視点を持って常に世の中で起こることに課題意識や関心を持ち、高い倫理観のもとで看護研究者・看護教育者・高度
専門職業人として社会や看護学の発展に貢献する熱意がある者

1.

2.

3.

看護・医療を取り巻く社会情勢の変化を見越した、革新的な看護ケアやコミュニティ・ケアシステムを生み出すことができる高度な
水準の研究能力を修得している。

次世代の看護を担う人材を育成するための、卓越した教育能力を修得している。

看護における諸課題を探究し、解決に向けて総合的に思考し判断できる、高度な問題解決能力を修得している。

看護の教育研究者として、高い倫理観を備え、学際的かつ国際的な視点で物事や現象を捉える能力を修得している。

1.

2.

3.

4.

博士後期課程では、建学の精神や博士前期課程の理念等を踏まえ、

高い倫理観と高度な教育・研究能力を備え、

研究活動を通して看護学の発展に寄与する看護系教育機関の教員・研究者

または、保健医療福祉施設における実践者や管理者として、社会に貢献できる人材を育成する。

教
育
理
念

博士後期課程の修了者の多くは、看護系大学の教員としての就業
が見込まれます。また、教育研究者としても各種研究機関、保健
医療福祉の現場、企業、行政機関等で必要とされていることか
ら、幅広い分野で活躍していくことが期待されます。

職業を有しているなどの事由から平日の昼間に履修が難しい大
学院生については、昼夜開講制や夜間・土曜日の授業および集中
講義を併用し、社会人の方が履修しやすいように配慮しています。

領域・専攻分野

看護ケア・教育学分野
実践科学としての看護学の特徴を踏まえて、看護学教育および看護実践に関する理論、概念、教育方法、その成果を検討し、実践モデルの開発や教育プログラム
の開発につなげていく方略を探究します。看護学教育および看護実践に関する自らの関心に基づいた課題を解決できる研究能力を身に着け、教育現場や臨床現
場のケアの質の向上に資する実践者の育成に貢献することができる能力を養います。

看護サービスイノベーション分野
看護サービスを、サービス・サイエンスによる包括的なサービス理論の観点からとらえなおし、利用者にとって価値の高い看護サービスの開発、提供システムの開
発、ならびに制度化と普及に向けた取り組みの方略と方術を探究します。サービス・マネジメントとイノベーションに関する基本的な理論を学び、看護サービスの
需要とニーズの分析に基づく開発課題の設定と、課題解決の計画ならびにイノベーション創造に必要となる能力を養います。

小児看護学分野
小児を取り巻く社会環境を踏まえて、小児看護に必要な諸理論を熟知し、小児看護における課題について探究します。特に慢性疾患のある小児の発達段階に応じ
た支援方法の開発、在宅療養児の家族支援や多職種との連携に関する課題について探究し、小児看護の実践、研究、教育に携わる人材を育成します。

母性看護学分野
母性看護分野では、リプロダクティブヘルス・ライツの概念を基盤に生涯を通じた女性の健康問題の解決に向けた看護実践の質の向上に関する研究に取り組み
ます。特に妊娠期から育児期の切れ目ない支援の実現のために看護が社会の中で果たす役割を明らかにし、母子と家族の健康と福祉の増進のための看護方法
の開発を探究します。

精神健康看護学分野
精神健康看護学分野では、人々の精神的健康の増進、精神健康問題をもつ人の回復を目指し、さまざまな精神健康問題について主に予防的観点から効果的な看
護介入方法の開発に取り組みます。周産期メンタルヘルスをはじめ、自らの関心に基づき、研究で取り扱う精神健康問題に関する概念や理論、歴史的背景や関連
施策など幅広く知識を深め、人々のQOLの向上と自己実現に貢献しうる新たな看護援助方法について探究します。

看護情報学分野
情報通信技術（ICT）を活用した看護実践である「遠隔看護」による看護援助技術の確立は、在宅医療の推進を支えていく鍵となるものです。看護情報学分野で
は、遠隔看護を発展させるために、看護情報学に関連する概念や理論に関して理解を深めるとともに、多様化している看護実践の場において、対象者や家族、地
域に対し、QOLの向上に貢献可能な情報技術を利用した支援方法について探究します。

高齢者高度実践看護学分野
超高齢社会を迎え、人々の関心は健康寿命の延伸から終末期を迎える方まで幅広い分野に及んでいます。高齢者高度実践看護学分野では、これらの課題に対応
できる高度実践看護の展開の基盤となる諸理論、高度実践看護師の活動を概観し、日本における高齢者高度実践看護を探究します。さらにフレイルやアクティブ
エイジング、介護する高齢者家族の能力育成などをはじめ、自らの関心に基づく高齢者高度看護実践となる介入方法を探究します。

地域看護学分野
地域集団において発生する健康関連事象のメカニズムやそれらに影響を及ぼす要因の解明を図るとともに、集団の健康課題に対する予防およびコントロール、地
域住民のヘルスプロモーション、地域保健の担い手のエンパワーメント、健康に関連する社会的資源や資本の開発、地域保健を実現するための仕組みのシステム
化・施策化などの方略を探究することにより、地域社会に貢献するリーダーとなりうる看護専門職者や、卓越した看護研究者を養成します。

コミュニティ・ケアシステム領域

医療看護領域

成育看護領域
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